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V233a CTA大口径望遠鏡用光電子増倍管の較正試験状況
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Cherenkov Telescope Array(CTA)計画は、大中小口径のチェレンコフ望遠鏡群を 3-10 km2 の領域に配置し、
20GeV から 100TeV という広帯域の宇宙 TeV ガンマ線を、従来の望遠鏡よりも一桁高い感度で観測することを
目指す国際共同実験計画である。口径 23m の大口径望遠鏡 (Large-Sized Telescope;LST) は日本グループが中心
となって開発が進められている。LSTはCTAによる観測帯域の低エネルギー側を担い、20GeVというエネルギー
閾値を目標としている。そのため焦点面の光検出器は 1-1000 光電子レベルのチェレンコフ光を 10%以下の精度
で検出することが要求されている。LSTの焦点面カメラは 1855本の光電子増倍管 (Photomultiplier Tube;PMT)
で構成 されるため、ゲインを始めとする PMTの性能について一本ごとの較正が必要となる。今回、我々はゲイ
ンの測定方法を改良した。これまでの測定方法では、PMT内の初段ダイノードで後方散乱する光電子を考慮する
ことができないため、測定結果に系統誤差が生じるという問題があった。改良された測定方法では、後方散乱す
る光電子を考慮した出力電荷分布を得ることができ、これまでの測定方法と比較して 5%程度の系統誤差の低減
が可能になる事が分かった。現在は、較正試験方法を決定し、LSTに使用される PMT個々の性能をデータベー
ス化するための較正試験を進めている。本講演では改良したゲイン測定方法を併せた諸特性の測定方法と較正試
験状況について報告する。


